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康

棄 曾
て
は
不

思
議
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一

識
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の
照

會 ポ
ス
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立
年

月
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叱
洲

偲
珂

、
民

！
、

今
般
本
校
中
門
西
側
に
ポ
ス
ト
設
置
候
一
一
付
今
後
寮
生
ノ
書
状
各
自
該
ポ
ス
ト
’
一
投
函
ス
ル
ヘ
シ

の
記

録
が

遣
っ

て
ゐ

る
。

在
寮

生
は

、
二

十
一

一
年

移
蒋

以
來

、
既

に
満

十
箇

年
の

長
い

間
、

不
便

を
忍

ん
で

來
仁

わ
け

で
あ

る
。

七
力
シ
ヅ
－
来
る

明
治
二
十
八
年
を
以
て
端
艇
會
の
成
立
を
見
た
本
校
に
は
、
翌
一
一
十
九
年
の
早
春
、
新
艇
の
進
水
式
も
行
は
れ
、
’
’
’
十
年
の
春
に

は
、

第
一

一
同

の
端

艇
倉

が
暴

行
せ

ら
れ

た
。

然
る

に
三

十
年

、
本

校
は

、
佐

世
保

鎮
守

府
よ

り
、

日
清

戦
争

の
戦

利
品

た
る

十
餘

艘

を
官

公
私

立
の

學
校

に
譲

與
す

べ
き

由
を

聞
き

、
鎭

遠
銃

艦
載

の
カ

ッ
タ

ー
ニ

艘
を

譲
受

け
た

。
そ

の
経

緯
は

か
う

で
あ

る
。

本
校

長
は

、
六

月
十

二
日

付
を

以
て

、
該

鎮
守

府
長

官
宛

、
左

の
如

き
照

會
を

爲
し

た
。

十
四

榛
パ

ー
ヂ

｜
艘
（
長
三
十
一
一
一
尺
幅
八
尺
五

寸
）

第
一
章
補

遺
四
六
七

り
生
徒
宛
掲
示
し
た
も
の
に
、

年
数
を
経
過
し
て
ゐ
た
答
で
は
あ
る
が
・
改
祷
後
僅
に
三
年
に
し
て
朽
歴
す
る
も
Ｃ
だ
ら
う
か
。
掲
げ
て
置
い
た
校
札
は
⑪
麿
棄
前

の
も

の
と

も
老

へ
ら

れ
ず

、
且

そ
の

後
に

入
學

し
た

人
々

の
中

に
峰

懸
け

て
あ

っ
た

や
う

に
も

記
憶

す
る

と
の

こ
と

で
あ
れ
ば

、

麿
止

は
取

替
の

意
味

た
ら

う
か

。
新

調
の

記
録

も
な

く
、

依
然

と
し

て
不
可

解
で
あ
る

。
嶌
眞
の

裏
に
は
、

正
門
よ
り

教
室

を
望

む

と
書

い
て

あ
る

が
、

門
内

の
襖

も
見

え
な

い
の

は
、

樫
の

樹
は

そ
の

後
に

植
付

け
士

も
の

で
あ

る
こ

と
だ

け
は

確
か

で
あ

る
。

工
事

部
も
な
か
っ
た
頃
な
の
で
、
今
と
異
っ
て
、
正
門
の
前
よ
り
元
分
に
撮
影
す
る
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
見
え
る
。

中
門

外
の

西
側

に
立

て
ら

れ
て

ゐ
る

郵
便

ポ
ス

ト
も

、
そ

の
頃

よ
り

始
ま

っ
た

も
の

で
あ

る
。

三
十

二
年

一
一

一
月

九
日

、
生

徒
課

よ

六
門
札
と
ポ
ス
ト

漱
石

の
所

謂
「

い
か

め
し

き
門

を
這

れ
ば

蕎
麥

の
花

」

第
一

章
補

ポ
ス
ト
設
立

世

の
堂
々
た
る
正
門
を
這
入
っ
て
や
同
じ
く
漱
石
の
「
粟
み
の
る
畑
を
借
し

て
敷
地
な
り
」
の
校
舎
に
向
っ
て
進
み
、
右
に
東
光
原
、
左
に
プ
ー

ル
と

檜
の

森
と

に
挾

ま
れ

て
ゐ

る
道

を
通

っ
て

、
禰

酒
た

る
中

門
と

東
西

に
通

用
門

も
開

い
て

ゐ
る

の
に

、
そ

の
何

れ
に

も
校

札
を

懸
け

な
い
こ
と
も
、
本
校
特
徴
の
一
つ
で
、
曾
て
は
七
不
思
議
の
一
つ
に

中
数
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
小
さ
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
際
そ
の
由
来

門
を

明
か

に
し

て
置

き
た

い
と

、
色

々
調

査
し

て
見

た
が

、
古

城
時

代
外

や
第

五
高

等
中

學
校

時
代

に
懸

け
て

あ
っ

た
か

否
か

は
判

然
し

な
のポ
い

。
然

る
に

改
孵

後
一

時
は

確
か

に
懸

け
て

あ
つ

だ
こ

と
か

、
嶌

眞

ス
に
示
す
通
り
で
あ
る
。
記
録
を
案
ず
る
に
、
’
’
’
十
年
七
月
十
日
の
起

卜
案
に
は
、

次
の
如
く

記
し
て
あ

る
。
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也
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の
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は
、
即
日
許
可
を
得
、
十
一
日
を
期
し
て
遂
に
魔
棄
し
て

了
っ
た
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
文
中
朽
歴
云
々
と
あ
れ
ば
、
相
當
の
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